






























































































































































































































































保育所 テーマ 回数 構成概念





L保育所 職員間の対話 9 時間，CL以外でも必要，有期職員と正規職員，CLに消極的な
職員，消極的な雰囲気ができつつある，機会が少ない
エピソード記録の取り方 4 乳児職員
CLの進め方 3 参加者確保，ビデオ CL
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保育所 テーマ 回数 構成概念
T保育所 CLの進め方 8 時間，職員への周知，有期職員の参加，園独自の発展，ビデオ
CL
エピソード記録の取り方 7 乳児職員，撮影方法
保育の質向上 6 有期職員，ビデオ CLの活用，他者を通した省察
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